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ひゃっかりょうらん

 歌声と笑顔であふれた３年生を送る会 
　３月３日（火）、３年生への感謝の気持ちを込めた「３
年生を送る会」を行いました。会の準備や運営は、１・
２年生の実行委員が中心となり、心を込めて進めてきま
した。会では、３年生のこれまでの学校生活やお世話に
なった先生方に関するクイズが行われ、会場は笑顔と歓 
声に包まれながら、思い出を楽しく振り返る時間となり 
ました。  
　また、１・２年生からの感謝の気持ちと今後の活躍への  
願いを込めて、合唱「そのままの君で」を贈りました。会
場いっぱいに広がる歌声は、３年生の心に温かく届いたこ
とと思います。さらに、思い出ムービーでは入学から現在
までの歩みを振り返り、笑顔とともに心温まるひとときを
共有しました。３年生にとって、仲間や後輩との思い出を
改めて感じる大切な大切な時間となりました。  

　希望に満ちた旅立ちー第６８回卒業証書授与式ー 

　３月10日（火）、第６８回卒業証書授与式を挙行しました。

当日は、県議会議員森田卓歩様、古河市議会議員鈴木隆様、

鈴木務様をはじめ、学校運営協議会委員、ＰＴＡ本部役員の

皆様を来賓としてお迎えし、多くの方々に見守られる中、厳

粛で温かな式となりました。 

　卒業生一人一人は、担任の呼名に力強く応え、凜とした姿

で堂々と卒業証書を受け取りました。その表情や態度からは、

３年間の学校生活で積み重ねてきた努力と成長、そしてこれ

からの未来へ踏み出そうとする確かな決意が感じられました。

会場には、在校生の温かな拍手と歌声、保護者や教職員の優

しいまなざしがあふれ、学校全体で卒業生の門出を祝福し送

り出す、感動的な時間となりました。 

　式の中で披露された卒業生全員合唱「正解」には、仲間と

過ごした日々や、悩みながらも前に進んできた思いが込めら

れていました。歌詞が語るように、これからの人生には一つ

の答えがあるわけではありません。人との関わりや将来の選

択など、答えのない問いに向き合いながら、自分自身の道を

歩んでいくことになります。しかし、その問いに向き合い続けることこそが、自分だけの「正解」

を見つけていく歩みなのだと思います。 

　卒業生の皆さんは、これまで学校行事の中心となり、学校生活に活気をもたらしながら、後輩

たちのよき手本として活躍してくれました。その姿は、本校の誇りです。  

中学校で培った仲間との絆や学びを胸に、それぞれの場所で自分らしい 

「正解」を見つけながら、大きく羽ばたいてくれることを心から願って 

います。 

受験生の体験談を語る「受験について語る会」 
　３月５日（水）に１年生、６日（木）に２年生を対象に、
３年生が受験勉強の取り組みを伝える「受験について語る
会」を実施しました。３年生は、受験勉強の工夫や苦労、
効率的な勉強法、集中力の維持、試験直前の過ごし方など
について後輩にアドバイスをしました。話を聞いた１、２
年生からは、「今からできることを始めたい」「受験への意識が高まった」といった感想が寄せられました。受験に
は学力だけでなく、計画的な学習や精神的な強さも必要です。本会が、１・２年生にとって受験を意識し、将来を
考える良い機会になったことを願っています。 


